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バイオマス燃焼からの揮発性有機化合物の放出量の燃焼状態依存性に関する室内実
験
Laboratory biomass burning experiments to investigate the dependence of emissions of
volatile organic compounds on burni
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バイオマス燃焼は、大気中への粒子状およびガス状有機化合物の大きなソースとなっている。1 我々のグループでは、
2010年 5-6月に中国長江デルタから北に約 180kmの地点（如東）で大気観測を行い、観測期間に農作物残渣の野焼き由
来と考えられる気塊を何度にもわたって観測した。粒子に関しては、元素炭素（EC）、有機炭素（OC）ともに、都市大気
由来の気塊よりもバイオマス燃焼由来の気塊で COに対して高い増大比が観測された。2 ガス状有機化合物に関しては、
バイオマス燃焼時には、特に含酸素揮発性有機化合物（OVOC）の占める割合がかなり大きいことがわかった。3 これら
の観測事実を検証するため、中国観測地点付近の農作物残渣を持ち帰り、室内で燃焼実験を行った。
実験では、麦わらとアブラナの 2種類の試料を用いた。ガス状成分としては、CO2 と COを 1秒間隔で、揮発性有機

化合物（VOC）に関しては陽子移動反応質量分析計を用いて約 2秒間隔で、OVOC、芳香族炭化水素を中心に測定した。
粒子に関しては、個数密度をOPCで、黒色炭素（BC）および有機粒子の数密度を SP2（Single Particle Soot Photometer）
を用いて計測した。本発表では、ガス状 VOCの結果を主に発表する。
燃焼の状態は、flamingと smolderingとその中間状態に大きく分けられる。燃焼状態の指標として、MCE（modified

combustion efficiency,Δ CO2/(Δ CO2+Δ CO)）が用いられ、0.99付近が flaming、0.65˜0.85が smolderingとされている。
1 実験では、MCEが 0.8から 1での燃焼状態を作ることができ、VOCの放出量の燃焼状態依存について調べることがで
きた。測定した VOCのうち、ベンゼンのみ、MCE依存が顕著にはみられず、このことからベンゼンは燃焼時の一次生
成物と考えられる。一方、他の VOCに関しては、MCEの値が小さくなるにつれ、COに対する放出量が増大する傾向が
みられ、smoldering時に二次生成していることが示唆された。そのため、COに対する VOCの放出量の比は、燃焼状態
の違いで大きく変動することが、本室内実験でわかった。
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